
 

 

令和５年４月９日 

保護者 様 

北京日本人学校長 

校長 細野 輝彦 

 

４月からの変更点について（お知らせ） 

 

平素から本校の教育活動にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。 

さて、新学期が始まります。下記のとおり変更がありますので、ご連絡いたします。保

護者の皆さまには、ご確認とご協力をよろしくお願いいたします。 

記 

１ 学校ホームページ（以下、学校HP）の活用について 

これまで、Wechatによる学級グループチャットを使用して、学校からの文書配布を行

ってまいりましたが、今後、チャットでの連絡は概要のみとし、文書や詳細説明は学

校HPに情報を一元化して、わかりやすく確実な情報の伝達を行うことにいたします。 

⚫ 保護者及び学校関係者のみが閲覧できるページに情報を掲載していきます。 

⚫ 学校HP → https://jsb-cn.com/ 

 令和５年度のパスワードは seichoujikkan です。（４月１１日から） 

 現在、学校HPをリニューアル中です。 

 

２ 日課の一部変更について 

⚫ 朝の会の開始時刻は８時からです。 

⚫ 小学部１年生は４月のみ月・水・金は４時間授業です。５月からは午後も学習を

します。 

⚫ 小学部２年生はこれまで月曜日のみ４時間でしたが、本年度から午後も学習をし

ます。 

⚫ 下校完了時刻が変わります。※詳しくは月行事予定をご確認ください。 

 

３ 入校時の手続きについて 

⚫ これまでの「入校証」を廃止し、PCやスマホ等での事前予約制へ変更します。 

⚫ ５月から運用開始を予定しています。それまでの間、入校希望がある場合は、ま

ずは各担当や担任へご連絡ください。 

 

４ 防疫体制について 

先日、朝陽区教育委員会より、大幅な感染症対策の緩和に関する通知がありました。

このことを受け、これまでコロナ対策として行っていた特殊な対応を終了もしくは変

更といたします。 
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（子どもたちの学校生活の上で大きな変更となる部分について） 

これまでの防疫体制 ４月からの防疫体制 

○毎朝７時１５分までの Forms

による健康観察の報告 

→廃止いたします 。 

・ 登校前にはご家庭でお子様の健康確認をお願いし

ます。  

○登校時の入口での検温 →廃止いたします 。 

○校内での検温と記録  →引き続き、校内の体温システムで実施します。   

○校内でのマスクの着用  →原則、マスクの着用を求めないこととします。  

・ 屋外での活動を実施する場合、大気汚染対策と

して汚染指数が 151以上の場合にマスクを着用

することになっております。 

・ 必ず予備のマスクを持たせてください。 

○昼食時の黙食 →食事のマナーを守り、ルールの中で会話をしなが

らの食事とします。 

○発熱・下痢・嘔吐の症状が改

善された後の４８（７２）時

間ルール 

→廃止となっています（１月１３日以降） 

・ 感染症に罹患した場合は、医療機関または社区卫

生服务で発行される复课证明が必要となります。 

○集会活動や儀式的行事の実施 →体育館などの室内での活動は、過度な密を避け、

十分な換気を行いながら、マスクの着用はせず実

施します。 

○校外学習の実施 →施設や交通機関の指示に従い、実施していきます。 

⚫ コロナ及びその他の感染症の流行が見られた場合は、上記のとおりではありません。

学校として感染拡大を防ぐ対策を行います。 

 

５ コロナに関する対応の変更について 

（１）オンライン授業について 

文科省の通知等により、非常変災等と同等の扱いで実施していたオンライン授業は

適応外となり、出席扱いにならないため、実施しません。 

 

（２）出欠席について 

文科省の通知等により、感染性・伝播性の高いオミクロン株が蔓延している地域の

扱いとして実施していたお子様の出欠席は、以下のようになります。 

⚫ 児童生徒本人がコロナに罹患した場合はインフルエンザ同等「出席停止」です。 

⚫ 同居人に感染があった場合、児童生徒本人が健康であれば登校できます。 

⚫ 感染が不安なため欠席させたいという理由で学校を休んだ場合は「欠席」となり

ます。 

⚫ 感染症に罹患した場合は医療機関または社区卫生服务で発行される复课证明を以

って登校可能となります。 

※「発熱の症状及び感染症に罹患した場合について」を参照ください 



 

 

（３）その他 

⚫ 登下校中のバスや放課後のマスク着用の有無は、ご家庭で判断をお願いします。 

⚫ 保護者の皆様にお願いをしていたコロナ関連の報告は廃止となります。 

 

 【問い合わせ先】 

北京日本人学校 教頭 植戸 毅 


